
平成22年度武蔵野市財政援助出資団体経営目標評価シート

平成19年度 平成20年度 平成21年度

完売・113本
発売チケット９６本のう
ち3本に売れ残りが生じた

発売チケット１１５本の
うち3本に売れ残りが生じ
た

平成19年度 平成20年度 平成21年度

収入額1,067,859
内補助額834,486
支出額1,029,790

収入額1,088,918
内補助額849,145
支出額1,038,920

収入額  1,012,505
内補助額 770,967
支出額    962,505

平成19年度 平成20年度 平成21年度

ー ー 50%

①市民が優れた音楽等を格安な価格で鑑賞出来るよう独自招聘事業の充実を図りつつ引続き実施する。
②自主事業ニーズを把握するため事業開催ごとのアンケート調査やアルテ友の会会員へのアンケート調査を実施し、事業企画に生かし
て行く。
③アルテ友の会の会員増に努める。

支出額(事業支出)を
前年度並とする。

実

績

値

事業支出は5.2％減少した。

完売でなかった公演は、バーデン市劇場「ラ・ボエーム」、キエフ・オペラ「カルメン」であるが、質の高い芸術文化を低廉な料金で
市民に提供する本事業団の目的から、近年売れ行きの悪化しているオペラも必要と考えている。売れ行きによる財政面での影響を考
え、オペラを共催公演にすることなどを行っている。広報等に努め今後も完売を目標とするが、結果としての未達成はやむを得ない。

芸術文化の振興を図
るため自主事業チ
ケットを完売する

発売チケット111本のうち2本に
売れ残りが生じた

実

績

値

達

成

率

98.2%

達
成
状
況

未実施・未達成・達成

※目標の達成状況・要因・今後の取組方針等について記入してください。一

次

評

価

事務の一元化は、開館時間の長さなどの施設ごとの違い等により、ただちに人的削減をすることは困難だが、引き続き検討をしてい
く。
コンピューターシステムの更新は、平成23年度実施に向けて準備を行った。

二

次

評

価

コンピュータシステムは、遺漏のなく更新できるよう十分注意すること。

※22年度中の目標達成のための具体的な取組内容等について記入してください。取

組

内

容

①３施設執行体制を引き続き検討する。
②費用対効果を勘案しつつ一部委託化を検討する。
③システム検討委員会を立上げコンピュータシステム更新に向けた検討を行う。

事業収入、支出及び
各種の契約事務の一
元管理の検討及びコ
ンピュータシステム
更新に向けた準備

実

績

値

実施した

達

成

率

100.0%

達
成
状
況

未実施・未達成・達成

団体名 公益財団法人　武蔵野文化事業団

①

事

業

②

財

務

事業団予算の抑制(事業支出の抑制)

※22年度中の目標達成のための具体的な取組内容等について記入してください。取

組

内

容

※22年度中の目標達成のための具体的な取組内容等について記入してください。取

組

内

容

達

成

率

③

内

部

管

理

芸術文化の振興(自主事業チケット販売の充実) 　

目

標

値

目

標

値

指

標

名

指

標

名

目

標

値

※目標の達成状況・要因・今後の取組方針等について記入してください。

指

標

名

執行体制の効率化(各種事務の一元管理の検討及びコ
ンピュータシステムの検討)

過 去 の 実 績

（単位：　　　　　　）

二

次

評

価

目標達成を評価する。今後応益負担等の観点も含めて支出と収入のバランスにも取り組むこと。

①事業収入の増を図るため、独自招聘事業及び他の文化施設とネットワーク事業を引続き実施する。
②オペラ等共催事業及び新たな分野での提携事業を実施し、事業収入の増を図る。
③支出については、引続き効率的な執行により支出減に努める。

支出額では、平成２２年度は前年比５．２％削減がされた。今後も削減には努力していく。

過 去 の 実 績

二

次

評

価

完売を目標とし2本の売れ残りが生じたことはやむをえない。今後は100％完売を前提とするのではなく応益負担等の観点からも料金設定につい
て検討すること。

一

次

評

価

過 去 の 実 績

（単位：　　　　　　）

一

次

評

価

（単位：　　　　　　）

※目標の達成状況・要因・今後の取組方針等について記入してください。

100.0%

達

成

状

況

未実施・未達成・達成


